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ディプロマ・ポリシー 
健康栄養学部・管理栄養学科 

管理栄養学科は､｢傷病者の療養のため､地域住民の健康保持増進のため､心身ともに健康で過ごせ

るように､ライフステージを考慮した栄養教育・栄養指導ができ､食を通した支援ができる､かつ地域社

会に貢献できる管理栄養士を育成する｣という教育目標に沿って、所定の単位を修得した学生に卒業

を認定し、学士( 栄養学) の学位を授与します。卒業までに身につけるべき資質・能力は以下に示しま

す。 

 

1．知識・理解を応用し活用する能力 

（1）管理栄養士として食と栄養に関する知識・技能を修得し､それらを応用し､人々や地域・関係組

織の課題解決に向けた計画・実行ができる能力 

（2）幅広い教養を修得し､社会経済､保健医療福祉制度､食環境などの多様な背景を理解した上

で､人々や地域・関係組織に対して貢献することができる能力 

2．汎用的技能を応用し活用する能力 

（1）人間･社会･自然の多様な視点から栄養･食に関する課題を発見し､多方向的な思考から個々の

問題の諸要因について探求できる能力 

（2）ICT を活用して多様な情報を収集し､栄養や食に関する課題を論理的に分析して､適切な言語

や数値、図表を用いて表現できる能力 

３．人間力、社会性、国際性の涵養 

（1）豊かな人間性､生命への尊厳や職業に対する倫理観を備え､人々の健康と幸福のため、また地

域・関係組織の発展のために積極的に関与できる能力 

（2）目標の実現のために､他職種や関係組織と連携し、協調・協働して行動できると共に､リーダー

シップを発揮することができる能力 

（3）人々の生活背景や価値観を尊重し､豊かな人間性を持って､より良い食生活の意思決定を支援

できる能力 

（4）栄養の専門職として誇りを持ち、生涯にわたり、自らの可能性を高め続けられる能力 

（5）管理栄養士として､健康管理だけではなく､時間管理､感情管理､モチベーション管理なども含

み､自らを律して行動できる能力 

 

  


